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1．目的

　著者らは小学校で の授業観察に て 電気の通 るも

の ・通らない もの の実験を見た。 使用された教科

書には鉛筆の芯は調べ る対象に指定されて い ない
。

しか し，鉛筆の芯は児童に とっ ても身近な題材で

あ り， また非金属で導電性がある興味深い 対象で

あるこ とから，授業で取 り上 げられて い た 。

一
方，

鉛筆の 芯の材質で あ る黒鉛は金属と比較して 抵抗

が大きい ために，豆電球で は電気を通 したか どう

か の判定力灘 しい 。 その ため，授業で は電気を通

さな い とま とめ ら礼 児童に誤 っ た認識を与えて

しま っ て い た。同様の例は今回実践 した授業に限

らず起こ りうるこ とか ら，小学校教員に とっ て鉛

筆の芯の導電性が扱い づ らい の で はない か と我々

は考えた
。 そ こで 小学校理科 「電気の通るもの 」

に お ける鉛筆の芯に関する指導の扱われ方の変遷

を調査 した。

2 方法

　本稿で は
， 小学校学習指導要領理科編の昭和22

年版か ら平成20年改訂版 までの
「電気の通るも

の ・通 らない もの 」 に関する扱い にっ い て調査し

た 。 さらに各学習指導要領に対応した教科書にお

ける 「電気の通るもの ・通らない もの 」 の実験教

材の扱い にっ い て 4社 （東京書籍，教育出版 大日

本図書 ， 啓林館）の教科書の記載を調査した。ま

た平成25年12月26日秀明大学にて 開かれた現職教

員研修会に参加された現職小学校教員4名を対象

に，同実験に鉛筆を使用するか
， また使用すると

仮定した場合どの ように まとめ るか調査 した。

3 結果

　小学佼学習指導要領理科編は昭和n 年版か ら平

成20年改訂版までにお い て9回改訂が行われた 。

1）

2）電気の通るもの が指導要領に記載された の は昭

和43年改訂以降で ある。 昭和43， 52年改訂で は小

学校第2学年，平成元年改訂以降は第3学年で取 り

扱われ て い る。教科書に関 して は，昭和33年改訂

の学習指導要領に は
， 電気の通るもの に関する内

容は記されてない が教科書に は記載されてい た 。

鉛筆は4社全て に お い て調査対象の例 とされてい た

が 改訂を重ね平成10年改訂以降は削除された 。

　また ア ンケート調査で は
， 鉛筆を実験に使用す

る教員は いなく， まとめ方に困惑する教員が半数

で あっ た。

4 考察

　教科書の 中に2つ 工夫が見られた 。 1つ 目は ， 東

京書籍 『新 しい 理科 3』　（平成3年3月31日文部省

検定済）で 鉛筆の 芯 と木を別々 に注目させ て い

た。この ような扱い は この教科書の みであ り， か

つ て は鉛筆の芯の導電性が学習内容に含まれてい

た こ とがわかる。2つ 目は ， 啓林館 『りか 2』 （昭

和M 年文部省検定済）の例に色鉛筆が記されて い

る 。 色鉛艶 の 芯は ロ ウで で きて い る た め，鉛筆の

芯で ある黒鉛とは異な り電気を通さな い 。 これ は

鉛筆を例 として使用しない ための 工 夫と考えられ

る。

　ア ン ケ
ー

ト結果よ り， 小学校教員に とっ て鉛筆

の芯の導電性が扱い づ らい もの で あると考えられ

る。 鉛筆の芯は児童に とっ て身近なもの であ り，

興味を引きやすい 対象で あるの で 誤解を生 まな

い 指導の仕方が求め られ る。
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